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目 的　 本 研 究n  目 的 は 、 前 報 まで に 述 べて き たa  り.  ア メ リ カ 家 政 学 会 誌に 報 告 さ れ た

家 政 学 研 究 の 内 容*' 時 系 列 を 追 っ て ど の よ う に 推 移 し て き たの か を 追求 し 、 そ れ を 通 し て

家 政 学 の 本質 を 明 ら か に す る みこ ろ に あ る． 前 報 まで に 、 学 会 誌 目 次 構sSl. 項 目 を 系 統 化 し、

その 累 計 を 求 め た う え で 、 対 象 論 文 を 特 定 し 、対 象 諭 文 を 年 代?l|    ･    ID分 類 領 域 別 に 分 析 す

る こ と で 、 研 究 内 容 の 歴 史 的 系 譜 に つい て 概観 し た ． 本 研 究 で は 、 こ れ ら の 結 果 を 踏 まえ、

1 0分 類 領 域中 の「 家 政 学 原 論 領 域 」 に 注 目 し 、 そ れ を 更 に 細 か い 領 域に 分 割 し 、 こ れ’ら の

中 分 頬 領 域 を 分 析 す る こ と に よ り 原 論 研 究 内 容 の 歴 史的 系 譜 に つ い て 概 観 し よ う と 考 え る．

方 法　 本 報で は 、 前 報 と同 様 に.     1909 年 ～1983 年 のJ  0 C R J A L　OF　HOilE　E C Q N a II I C S ( 8 2年 間

724 冊卜　1872 年- 日89 年 のHOME　ECQliOM  I CS　RESERCB　JOlIRKiL  ( 18年 間･  n

分 析 方 法は 、 ①「 家iS 学 原 論 領 域 」 の総 数 、 年 代　別・ 中 分 頬 領 域 別論 文 数 か ら 量 的 に「

家 政 学 原 論 領 域 」を 明 ら か に す る ．(2 各 年 代 毎 に 中 分 類･領 域 別 論 文 数 を 指 数 化 し 、 時 系 列

的 推 移 か ら 中 分 類 領 域 毎 の 特a  を 捉 え る.   (3)中 分 頬 領 域 の 構 成 比 を 求*  , 相 互 関 係 及 び 質

的 変 化 を把 握 す る.    ま た 、 構 成 比 に 基 づ く レ ー ダ ーチ ャ ―ト を 作 成 し ． パタ ー ン 類‘似 率 を

算出 す る ． 更 に 、 こ れ を デ ータ と し て 群 内r-  均 法 に よ る ク ラ ス タ- 分 析 を 行 な う ．

結.果　 ① 家 政 学 原 論 研 究a  , 量 的 に は 時 系 列 を 通 し て ． ほ ぼ 安 定 的 に 推 移 し て い る 領 域

であ る こ と（z）家 政 学 原 論 研 究 で は 、「 家 政 学 論 」r 家 政 学 史 ・ 学 説史 」r 家 政 学 に つ

い て 」 か 特 徴 的 な 推 移 を 示 して い る こt  ③ 構 成 比 か ら み た 中 分 類 領 域 別 論 文 数 のa#  系 列 的

推移 に よ り 、 各 領 域 間 の 相 互 関 係 が 明 ら か に さ れ た.
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目的　 本研 究の目的 は、-こ れまでの 報告で 述べ たよう に、 アメリ カ家 政学会 誌に みら れ

る家政学 の研 究内容が、 歴史的 にヽ ど の ように推移し て きたのかを 追求し、 それを とおし て、

家政学の 本質を 明らか にし よう とする ものであ る。 前 報で は、 前年 度の 報告を ふまえ、 家

政学 原論領域 の研 究内 容の歴 史的系譜 を概 観し た。 そこ で 本報で は、 第3 報 に引 続 き各領

域の 中で 家 庭経営学お よび家 庭管 理学(  以 下、 経営・ 管理と する ）に 注目 し、 その 量的・

質的な 時系列 推移の 特徴を理 解し よう とし た。

方法　 本報にお いて使 用し た資 料は、 前報と同 様1909 年 から1989 年 のJOURNAL OF HOME

ECONOMICS  ( 81 年 間･724 冊 ）、 ならび に1972 年 か ら1989 年 の　HOME　ECONOMICS　RESEARCH

JOURNAL  ( 18 年 間･    76冊 ）で ある。 ま た分析方法 は、 前報 にも 示し たよう に以 下の とおり

であ る。 ①経営･ 管 理領域 の総数 を集計し、1910 年 代 から19B0 年 代 の年代 別・ 中分 類領域

別論文数 を確 認する。 ②各年 代毎 の中分 類論文数 を指数 化し、 時系 列変化 をより明 確化 す

る。 ③中 分類領 域の構 成比を求め るこ とで、 領域 間の相互 関係及び質 的変 化を把 握する。

ま た、 中 分類間 のバラ ンスの動向 を視 覚的に捉 える ため、 レーダ ーチャ ート の 作成・バ タ

ーン類 似率の 算出・ 群内平均 法による クラスタ ー分析を 行う。

結果　 ①経 営・管 理領域の 論文数の 動向を みると.     20年 代・30 年 代 はや や 少な いが、 全

体的 には練や かな増 加傾向を示 すことが 理解さ れ た。 ②12 の 中 分類領域は、 そ れぞ れが 特

徴的 な時系 列変化を 示すこ とが明らか となっ た。 ③年 代間の 領域構成 比の動向 から、 その

類 似性を検証 するこ とがで きた。


